
8月15日 朝の勉強会 テーマ「熱中症」 G先生

Take home message

•体温の上昇を見たら発熱なのか高体温なのか判断する。

•高体温を見たら熱中症以外の疾患の可能性も頭の片隅に置いておく。
（既往歴、薬剤歴をcheck）

•熱中症の初期対応は冷却、脱水補正を行いながら、臓器障害の評価
と治療

症例：80歳男性 主訴：倦怠感・嘔吐

受診前日から倦怠感があった。受診日の昼過ぎに家族が様子を見に行くと嘔吐していたため、家族に連れられて受
診。室内にエアコンはなく、窓も閉まっていた。

既往歴：糖尿病、内服薬：メトホルミン

意識レベル：JCSⅠ‐1 BT39.5℃、HR130/min、BP110/50mmHg、RR25/分、SpO2 97%（RA）
「熱中症」とは
限らない


